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イチゴとトマトのフェスティバルinミナテラスとちぎを開催

２月５日（日）ミナテラスとちぎにて、JA全農とちぎ／栃木いちご消費宣伝事業委員会／栃木トマト消費宣
伝事業委員会と連携し、栃木県を代表する赤い農産物「いちご」と「トマト」を組み合わせたＴＯＣＨＩＧＩの
真っ赤な物語「いちごとトマトフェスティバル」～いちごのお姫様がトマトの王子様に恋をした～を開催しました。
お子様から大人の方まで多くの人に愛されている甘～い“とちぎのいちご”と、深みのある酸味とコクがありちょっぴり
大人の“とちぎのトマト”の、ここでしか食べられない限定のフードやスイーツを新しく楽しい組み合わせに演出すること
で、イメージアップ及び消費拡大を図りました。
当日は、先着100名様にいちごとトマトの無料配布（ドレスコード赤）や、いちごとトマトの販売、キッチンカーによ
るトマト料理・いちごスイーツの販売を行うとともに、RADIOBERRY人気パーソナリティ棚橋麻衣氏と当協会によ
るトークショーなどで会場を盛り上げました。

1日限りの‘いちごづくし ヌン活’を開催

２月27日（月）リビングさいたまが、とちぎの旬彩店「パレスホテル大宮」で開催した、「いちご尽くしのアフタ
ヌーンティー」を“とちぎのいちご尽くし”として開催していただきました。
県外の参加者３０名は「とちおとめ」をはじめ、「スカイベリー」、「とちあいか」「ミルキーベリー」、そして観光いち
ご園でしか食べることが出来ない「とちひめ」 の特徴や美味しさの違いなどを学びながら「県産いちご5品種食べ
比べ」を行うとともに、県産いちご5品種をたっぷりと使用したスイーツなどを存分に楽しみました。

5種食べ比べ いちご尽くしのデザート盛り合わせ 参加者の様子

配布の様子

キッチンカー販売の様子
販売の様子



ぶどうオンラインセミナーを開催

２月６日（月）、JAビル及びJAしもつけ大平地区経済センター、同岩舟地区営農経済センターを結び、県内各地
域のぶどう生産者や学生など約80名が参加し、「ぶどうオンラインセミナー」を開催しました。
JAフルーツ山梨の担当者に「ぶどうのスマート農業の取組」と題し、ハウス環境の遠隔制御技術やリモコン式草刈り機、ド
ローンによる農薬散布などについて講演いただきました。
また、栃木県農業試験場等からシャインマスカットの栽培において散見される「未熟粒混入症」の試験研究成果等を情
報提供しました。

とちぎの花でスマイルアップ in ＮＨＫ（2月分）

○ＮＨＫ総合テレビ 毎週金曜日「とちぎ６３０」（18:30～）

２月は、「新矢口」という従来より蕾が大きく色
の濃い品種でひな祭りによく使われるハナモモ、咲
き始めはクリーム色で徐々に濃いピンクに変わる可
憐なマーガレット、優しい色合いにふんわりした草
姿が魅力的な３種類のプリムラマラコイデス、一
見バラにも似て早春を鮮やかに彩り人気のあるラ
ナンキュラス、４品目の花を紹介しました。

※ 令和5年３月の紹介予定は、以下のとおりです。
3/ 3（金） 輪菊 那須地区

10（金） サイネリア 安足地区
17（金） スプレーマム 上都賀地区
24（金） 桜 塩谷南那須地区
31（金） トルコギキョウ 下都賀地区

2/3 ハナモモ
笹沼 巧氏（那珂川町）

2/10 マーガレット
福田 浩基氏（日光市）

2/17 ﾌﾟﾘﾑﾗﾏﾗｺｲﾃﾞｽ
仙波 勉氏（真岡市）

2/24 ラナンキュラス
吉田 裕之氏（宇都宮市）

セミナーはオンラインにて実施しました。各会場とも参加者の皆さんは熱心に聞き入っていました。

栃木県産農産物産地視察を開催

２月１７日（月）、県産農産物の販路拡大を目的に、とちぎの旬彩店「美虎」五十嵐美幸オーナーシェフの紹

介で、中国料理店「広味坊」（都内）を経営している妹の美保さんとシェフの方々に、県産ブランド牛「とちぎ和牛」の
生産現場や精肉の卸業者（渡清）、旬の青果物の生産現場を案内いたしました。
五十嵐御姉妹は「栃木県の食材を知ることが出来てとても良かった。今後、生産者の思いなどのストーリ性を持った
メニューを考案し提供することで、栃木県を丸ごと食べるイメージのお店としていきたい。」と話していました。

青果物視察の様子 食肉卸業者渡清様視察の様子

とちぎ和牛視察の様子



令和4年度 栃木県花の展覧会を開催

2月25日（土）・26日（日）、栃木市岩舟町のとちぎ花センターにて「栃木県花の展覧会」を開催しました。
「花と苺のフェスティバル」と合わせた開催で、天候にも恵まれ暖かな陽気の２日間となり、約2,000名の方に来

場いただき、県内花き生産者が丹精込めて生産した、トルコギキョウ・鉢物・スプレーギク・カーネーション・球根切花・
バラ・洋らんなど145点の色とりどりの花をご覧いただきました。

24日の審査会では、特別賞最高の農林水産大臣賞にファレノプシス（胡蝶蘭）の鈴木宏美氏（宇都宮市）
が選ばれました。
来場した方に選んでいただく人気投票については、「異なる品目の花を比較するのは難しい」という昨年のご意見

を参考に、品目毎に選んでいただきました。結果は当協会ホームページでにてご報告いたします。

当協会では栃木県産花きＰＲ動画を制作し、YouTubeにアップロードしています。
協会のホームページや配布チラシのＱＲコードからも見られますので、是非、ご覧ください！

農林水産大臣賞 ファレノプシス
鈴木 宏美氏（宇都宮市）

栃木県知事賞 バラ
横井 隆則氏（下野市）

審査会の様子

一般観覧風景

こんにゃく立毛共進会表彰式並びに生産流通改善研究会を開催

2月14日（火）、県ＪＡビルにて「令和４年度栃木県こんにゃく立毛共進会表彰式並びに生産流通改善研究
会」を開催し、生産者・関係機関等約50名が参加しました。
地方審査で選ばれた５点の圃場について、９月に立毛審査、10月に掘り取り審査を行った結果、最優秀賞

（農林水産大臣賞）には茂木町の中田光紀氏が選ばれました。また、中田氏より「こんにゃく生産の概要について」と
題し、良質な種芋の生産、徹底した土壌消毒、排水対策等について発表いただきました。
生産流通改善研究会では、県経営技術課（蜂巣氏）から「堆肥の利用について」、ＪＡ全農とちぎ（鈴木氏）
からは「こんにゃく低コスト生産のための肥料高騰対策について」、いずれも肥料価格の高騰を受けての堆肥の活用に
関して講演いただきました。

最優秀賞以外の受賞者は以下の通りです。
【優秀賞（関東農政局長賞）】
浅羽昌徳 氏（茂木町）
【優秀賞（県知事賞】
金子 浩 氏（鹿沼市）
【優良賞（県農政部長賞）】
益子 繁 氏（那珂川町）
【優良賞（日本こんにゃく協会理事長賞）】
小幡竜徳 氏（茂木町）



6日(月) 幹事会 （JAビル）

13日(月) 理事会 （JAビル）

14日(火) なし全国大会準備委員会事務局会議 （JAビル）

16日(月)～5月31日（水） 苺のアフタヌーンティー“琥珀の舞踏会” （リーガロイヤル東京）

24日(金)      鉢物研究会役員会 （コンセーレ）

27日(月) 第41回通常総会 （JAビル）

◆◆◆◆◆◆３月の予定 ◆◆◆◆◆◆

一般社団法人 とちぎ農産物マーケティング協会 （令和5年３月発行）
TEL: 028－616－8787 FAX: 028－616－8715

http://www.tochigipower.com/ ☞「カラダにとちぎ」で検索

応募要項
◆任期：令和５年６月１日から令和６年５月31日までの１年間
◆応募資格：栃木県在住で、１８歳から２９歳までの健康で明るい方
◆締切日：令和5年5月8日(月)

とちぎが大好きで、とちぎのために何かしたいと思っている方がいらっしゃいま
したらどんどんご応募ください。
応募に関する詳しいお問い合わせは、とちぎ農産物マーケテング協会まで。

とちぎブランド農産物のイメージアップと消費拡大を図るため、県産農産

物のイメージキャラクターとして、令和５年度の22代目「とちぎフレッシュメ
イト」を募集しています。
「とちぎフレッシュメイト」は、県内や県外で行われるイベントなどに参加し
て、いちごやとちぎ和牛・お米など、たくさんの農産物をＰＲし、とちぎの良
さや県産農産物の美味しさを消費者の方々に伝える活動をしていただき
ます。

栃木県鉢物研究会による新年研修会を開催

2月10日（金）、栃木県鉢物研究会は新年研修会を宇都宮市内のホテルニューイタヤにて開催しました。
生産者・市場および業者・関係機関等、約80名が参加しました。
昨年末に行われた「栃木県シクラメン＆冬の鉢花展覧会」（令和4年11/22（火）～12/17（日））の受賞式も

行い、特別賞最高の栃木県知事賞が、シクラメンの吉原 祐樹氏（日光市）に贈られました。今年も昨年に続いて高校
生が入賞し、宇都宮白楊高校の生徒が受賞式に臨みました。
研修会では、ハイポネックスジャパンの猪瀬 健氏が、『今話題のＢＳ素材の徹底解説』をテーマに講演を行い、農作物

が持つ本来の強みを引き出し非生物的なストレスを緩和することの重要性と仕組みを解説しました。
※ＢＳ（バイオスティミュラント）とは、植物や土壌の活性を高めて、高温、長雨や干ばつなどの環境から受ける非生物
的ストレスを軽減し異常気象にも負けない強い植物を育てること。

栃木県知事賞 吉原 祐樹氏
研修会風景

授賞式
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